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水
産
特
区
に
怒
り
、
漁
業
を
応
援

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
の
漁
業
の
未
来
を
考
え
る
集
い
が
３
日
、

木
村
稔
県
漁
協
会
長
を
迎
え
、
石
巻
専
修
大
で
開
か
れ
ま
し
た
。
漁
師
、
水
産
業
関
係
者
を
含

む
約
３
５
０
人
が
全
県
か
ら
参
加
し
、
政
府
の
復
興
構
想
会
議
の
提
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
漁
業

者
を
押
し
の
け
る
水
産
業
復
興
特
区
の
撤
回
を
求
め
る
決
意
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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石
巻
シ
ン
ポ

漁
協
、
学
者
、
消
費
者

３
５
０
人

「つ
ど
い
」は
、
「東
日
本
大
震
災
復
旧
・

復
興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」
が

主
催
。
世
話
人
の
庄
司
捷
彦
弁
護
士

が
開
会
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

綱
島
代
表
世
話
人
が
問
題
提
起

綱
島
不
二
雄
代
表
世
話
人
が
、
漁

業
の
復
興
を
考
え
る
と
題
し
て
話
し
、

「
漁
業
権
は
日
本
独
自
の
制
度
。
江
戸

時
代
か
ら
続
い
て
い
る
の
は
合
理
性
が

あ
る
か
ら
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。(

写
真
上
）

県
漁
協
・
木
村
会
長
が
報
告

木
村
稔
会
長
は
、
村
井
嘉
浩
県
知

事
が
提
唱
し
た
水

産
特
区
に
つ
い
て
、

も
と
も
と
経
団
連

調
査
協
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
日
本
経
済
議
会

が
提
言
し
た
も
の
で
、

「
村
井
知
事
が
漁
師

と
相
談
し
て
出
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と

指
摘
。
「
公
平
、
平
等
に
漁
業
権
を
行

使
で
き
る
の
は
、
漁
協
が
あ
る
か
ら
だ
。

漁
協
に
よ
る
漁
業
権
の
一
元
管
理
が

な
く
な
れ
ば
安
定
し
た
生
産
が
維
持
で

き
な
く
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

水
産
業
者
・
各
界
４
人
発
言

つ
ど
い
で
は
、
水
産
業
関
係
者
な
ど
４

人
の
方
が
壇
上
か
ら
発
言
し
ま
し
た
。

石
巻
魚
市
場
買
受
人

宇
壽
山
純
一
さ
ん

「
石
巻
は
魚
の
種
類
が
豊

富
。
必
ず
復
興
す
る
」

水
産
加
工
ヤ
マ
ト
ミ
社
長

千
葉
雅
俊
さ
ん

「
復
興
に
は
借
金
を
重
ね

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
債
務
を
棚
上
げ
し
て
も

ら
い
た
い
」

写
真
家

後
藤
東
陽
さ
ん

「
今
回
の
『
水
産
特
区
』
を
め

ぐ
る
問
題
は
、
民
主
主
義
が

問
わ
れ
て
い
る
」

宮
城
県
生
協
連

加
藤
房
子
さ
ん

「
消
費
者
と
し
て
お
い
し
い

魚
や
カ
キ
が
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
応
援
し
た
い
」

最
後
に
・
世
話
人
の
草
場

裕
之
弁
護
士
が
閉
会
あ
い
さ

つ
。
漁
業
者
ら
が
壇
上
に
あ

が
っ
て
音
頭
を
と
り
、
「漁
業

権
を
守
る
ぞ
ー
」
と
、
全
参

加
者
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

参
加
者
も
次
つ
ぎ
告
発

ア
ピ
ー
ル
を
採
択

参
加
者
も
フ
ロ
ア
で
マ
イ
ク
を
握
り
、
「若

い
担
い
手
を
一
生
懸
命
育
て
て
き
た
の
に
、

特
区
構
想
が
出
た
。
怒
り
を
覚
え
る
」（
漁

協
関
係
者
）
と
、
次
つ
ぎ
と
声
を
上
げ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
横
田
有
史
県
議
も
、

水
産
特
区
を
め
ぐ
る
県
議
会
の
動
き
を
報

告
し
ま
し
た
。

「つ
ど
い
」で
は
、
「岸
壁
と
漁
港
の
整
備
、
市

場
を
再
建
し
製
氷
・冷
凍
・冷
蔵
・保
管
・流

通
の
設
備
な
ど
、
水
産
業
の
基
盤
整
備
を

政
府
の
責
任
で
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
」と
ア

ピ
ー
ル
を
採
択（
裏
面
参
照
）
し
ま
し
た
。

「漁
業
の
未
来
を
考
え
る
」県
民
の
つ
ど
い

に
は
、
多
数
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
が
取
材
。
地
元
の

新
聞
「石
巻
か
ほ
く
」は
、
「水
産
特
区
阻
止
ア

ピ
ー
ル
」「
石
巻
で
『
漁
業
の
未
来
を
考
え
る

つ
ど
い
』
」
「学
者
、
漁
協
、
消
費
者
ら
意
見
」の

見
出
し
で
一
面
報
道
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
は
、
夕
方

の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
し
、
河
北
新
報
は
「
『
水
産

特
区
』
へ
批
判
続
出
」（
７
月
四
日
付
）の
記
事

を
掲
載
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
も
大
き
く
報
道



3月11日の大震災と大津波で多くの新鮮な魚介類が食卓

から姿を消しました。あれからほぼ4ヶ月。漁師さんたちは「早

く海に出たい」と願っています。魚をとる、養殖する、せりにか

ける、加工する、保管する、運送する、売る、船や漁具をつく

るなど、浜のくらしを支え「海の恵み」を届けている人たちが、

なりわいの再開と完全な復旧を強く願っています。

海のガレキ撤去を急ぎ、「船を手に入れたい」「漁具･種苗・

エサを確保したい」と願う漁師さんたちの意欲と自主性を大切

にして、個人でも協同でも立ち上がることができるよう、県と国

の支援が緊急に必要です。

私たちは岸壁と漁港の整備、市場を再建し製氷・冷蔵･保

管･流通の設備など、水産業の基盤整備を政府の責任で進

めることを求めます。「せめてゼロから再出発したい」という関

係者の願いにこたえて、これまでの債務を凍結する枠組みを

つくることも求めます。

村井知事が、宮城県独自の支援を怠り、打ちひしがれてい

る漁業者を押しのける「水産特区」を持ち出したことは、地元

水産業に係る人々の願いにこたえて「地元主体の復興」を進め、

「漁業の秩序」を壊す「水産特区」の撤回を求めるアピール

主体の復興に背を向けるものであり、「漁業の秩序」と海の資

源･環境を壊す大問題です。

日本では、狭い沿岸で多様な魚介類を生産しており、漁業

の安定的な発展のためには、海の環境を守り、休漁や禁漁で

資源を管理したり、操業を調整する役割が必要です。ところが

財界･経団連は、地元漁業者と同等の漁業権を企業がもって、

企業の勝手な活動と海の開発をやれるようにしようとしていま

す。海は国民みんなのもので、乱獲や乱開発はもってのほか

です。

全国のみなさまによびかけます。

「地元主体の復興」に背を向け、「漁業の秩序」を壊す「水産

特区」を撤回させるために、ごいっしょに宮城県と政府に声を

上げてください。

世界三大漁場の三陸沖に面する宮城県の水産業を再建し

て、国民のくらしと「魚介類を食べる文化」を再建いたしましょう！

「漁業の未来を考える県民の集い」参加者一同

水産のまち･石巻市で

海が大好き、海で働きたい
石巻市 Ｔ・Ｗさん

私は専修大学生で意欲的に参加しまし

た。海が大好きで、釣りが大好きな私はこ

の海で働きたいと思っています。なので、良

い就職活動にもなったと考えます。この豊

かな石巻の漁業資源を守るために、とても

魅力のあった宮城の海に戻したいと思って

います。後継者不足が言われているなかで、

私はぜひ海で働きたいです！

大事なことがわかった
宮城野区 Ｎ・Ｏさん

江戸期以来、確立され、守り発展させて

きた〝営業権〟というか、日本の漁業その

ものが、危機にさらされているということがわ

かりました。もう一つ大事なことは、各界に

は漁業はもちろん産業や生活、くらしとな

りわいを守ろう、さらに良くしていこうという

人がいる、ということがわかったことです。

東北の美徳を失わない
気仙沼市・Ｈ・Ｔさん

東北人の美徳はこの恵まれた風土につ

ちかったものです。漁業特区はその美徳を

失う結果を招きそうです。漁師さんはつらい

仕事です。そこから自由を奪う考えられな

い政策です。ただでさえ、津波でがっかりし

ているのです。どうか元気になれるように廃

止してください。

本日のつどいは頼もしい
60歳代・女性

「水産特区」とは、地域の復興と言いな

がら、地域の水産業者を無視した構想で

あることがよくわかりました。村井知事は、

ラジオ、TＶ、新聞等のマスコミを利用して

「特区」の宣伝を大々的に行っています。

力が弱い者の側に立つ者にとって非常に

不利ですが、本日のつどいを聞けたことは

頼もしい限りです。

大きな運動で早く再建を
太白区・Ｔ・Ｙさん

漁協からの報告で被害の大きさ、復興に

全力をあげていること。村井知事の提案が、

漁業者に相談もせず強権的に進めようとし

ていること。正しい方向性がよく分かりまし

た。大きな運動で再建を早くしましょう。

センターの活動が重要
塩釜市 Ｈ・Ｋさん

県内どこでも漁業問題を宮城県としてな

んとかしてほしいと切実に思っていることが

伝わってきた。この熱い思い、必死の思いを

県政にどうとりあげさせられるか、センター

の活動が重要だと思った。

漁業の実態を知らせたい
塩釜市 Ｓ・Ｍさん

漁業にたずさわっている皆様の大変な苦

労、泣きながらに聞きました。私として出来

ることは、困っている実態をより多くの方々

に理解していただき、県、国の政治に訴え

てゆきたいと思います。

役に立つ振る舞いを決心
石巻市 Ｈ・Ｙさん

タイムリーな企画だったと思います。村井

知事の「特区」に違和感をもっていましたが、

違和感の中味が解き明かされたことに改め

て企画の力をかみしめております。地につ

いた復興、被災者中心の復興に「運動をつ

くる」「運動を考える」「被災者の願いを届

ける」ことに、幾分かも役にたつ振る舞いを

改めて決心させられました。

胸がつまるような思い
女川町・Ｔ・Ｈさん

木村稔会長の話は、胸がつまるような思

いで聞きました。国や県が船や資材を用意

してくれているのでしょうかと話された庄司

弁護士の怒りを共有したいと思います。女

川でも、漁村、漁港の集約が持ち上がって

います。ねらいは「特区」と一体で進んでい

るのです。勉強になりました。

「７・３漁業の未来を考えるつどい」参加者の感想…一部を紹介します


